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こころの日 保育目標 

～きまり約束を守ろう～ 

５歳児（道） 

・様々な活動や遊びに興味を持ち、積極的に取り組

む。 

４歳児（和） 

・保育者や友達と一緒に、体を存分に動かし自然と 

触れ合いながら元気に過ごす。 

３歳児（愛） 

・保育者や友達と一緒に春の自然に触れながら、戸 

外遊びを楽しむ。  

２歳児（心） 

・戸外で体を動かして遊んだり、砂や土、草花や虫

などに触れたり、季節の自然を楽しむ。 

１歳児（輝） 

・保育者と一緒に好きな遊びをしたり、様々な活動

に参加したりする。 

０歳児（純） 

・保育者に見守られながら、触れ合い遊びや興味を

もった玩具で機嫌よく遊ぶ。 

 

カブトムシの幼虫を育て始めた幼児組。愛組の

S君と C君がそっと虫かごの中を覗いていま

す。もぞもぞと土が動くと「あ！」という顔をし

てお互い顔を見合わせてにっこり笑い合う二人。

「おきたのかな？」と見つめるも土の中からは出

てきてくれず、その後もじっと観察をしていまし

た。 

土が動くたびに、驚いたり、出てくるのかな？と

嬉しそうにしたり、微笑ましい姿でした。 

 

みどりの日は、１９８９年「自然に親しむととも

に、その恩恵に感謝し、豊かな心を育む」という趣旨

で制定されました。身近な草花や木に触れ、太陽の

光を浴びて育つ生命の力や美しさを感じ、 

自然を大切にしていきましょう。 

 

中国に古くから伝わる登竜門の伝説になぞられ、

日本では江戸時代からこいのぼりを飾り、男児の健

やかな成長を祝うようになりました。１９４８

年に「５月５日を子どもの人格を重んじ、子どもの

幸福をはかるとともに、母に感謝する日」と決められ

てから、端午の節句の日が、「こどもの日」になりま

した。今では子どもたちみんなをお祝いするように

なりました。 

ひなたぼっこ 

みどりの日 

こどもの日 

 

※不審者対応訓練は予告なしで 

実施いたします。 

 

 
 

 

災害を想定し、引き渡し訓練を実地いたします。緊急時の子どもたちの安全確

保と、保護者、地域の方との連携をスムーズに行うための訓練です。災害はいつ

何時起こるかわかりません。「今のお仕事先からどのようなルートを使って保育

園に来ることができるのか」「非常事態の時の連絡手段」等、ご家庭でもご確認

をお願いいたします。 

 

 

 

 

「日本国憲法」は、国民主権、基本的人権の尊重、平

和主義の三原則を基本理念として施行され、５月３

日を祝日として定められました。日本にいる全ての

人が争いなく幸せにくらせるようにという思いが込

められています。

憲法記念日 

 

 

保育目標 

 

 

 

 

１４日（木）手洗い指導（幼児） 

１５日（金）内科健診 

      体操教室（愛・道） 

１８日（月）交通安全教室（幼児） 

１９日（火）芋の苗植え 

２１日（木）芋の苗植え予備日 

２２日（金）体操教室（愛・和） 

引き渡し訓練 

２３日（土）緑のフェスティバル 

２５日（月）誕生会 

２７日（水）デイキャンプ（道） 

２９日（金）体操教室（和・道） 

１日（金）こどもの日の集い 

八十八夜 

３日（日）憲法記念日 

４日（月）みどりの日 

５日（火）こどもの日・端午の節句 

       立夏 

６日（水）振替休日 

７日（木）身体測定（幼児） 

８日（金）身体測定（乳児） 

１１日（月）個人面談開始 

１３日（水）こぶしの会訪問（幼児） 

 

 

 青葉を渡る風が爽やかに感じられ、青空におよぐ

こいのぼりの姿も雄々しく眺められる頃となりまし

た。入園、進級してから１か月が経ち、園内には新

生活に慣れてきた子どもたちの元気な声が響いてい

ます。この季節ならではの自然を楽しみながら、伸

び伸び過ごしていきます。 

引き渡し避難訓練 

https://www.koumyou5.net/

